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人工的 「ヒョレステリン」過多症 二於ケル

血球沈降速度 ニ就テ

本論文ノ要旨ハ京都皮膚科集談會第五十三囘例倉(大 正十二年七月四日)ニ

發表 シ尚 ホ本教室 於 テ追加實驗 セルモノナリ.

千葉醫科大學　法醫學教室
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文 獻

緒 論

赤 血球 ノ沈 降 速度 ニ關 スル 研究 ハ,近 來 一般 ノ注 目 ヲ惹 キ,或 ル種 ノ疾 病 ニ

於 テ其 ノ診斷 ニ資 シ得 ル モ ノ トセ ラ レツツ ア リ.然 レドモ其 ノ本 態 ニ就 キ テハ

今 日未ダ全然 不 明 ノ域 ヲ脱 シ得 ズ.　Buscher1)ハ 食物 及 ビ血 液 ニ就 テ研 究 シ,新

陳 代謝 ニ關係 アル モノ ナ ラ ン トナ シ. Kurten2)ハ 血 液 中 ノ 「ヒョレステ リン」 ト

「レチチン」トノ分 量 ノ比 ト血球 降沈 速度 トハ併 行的 ニ變化 スル モノ ナ ラ ン ト言

ヒ,妊 婦 ノ血球 沈降 速度 ノ促 進 セル ハCholesterinamieニ 基 クモ ノ トナ セ リ.

Runge3)ハ 食 餌 ル影響 ニ着 目 シ,脂 肪 食 ノ トキハ一般 ニ血 球 沈降 速度 稍 々逞

ク,含 水炭 素食 ニ於 テハ概 シテ遅 ク ナル モ時 ニ増 加 セル モ ノ ヲ實 驗 セ リ.

Bennighof4)ハ 内科 的疾 患八 例 ニ就 キ テ血球 沈降 速度 ト血 中 「ヒョレス テ リン」

量 トニ ツイ テ檢 シ,三 例 ハ 「ヒョレステ リン」ノ増 量 卜共 ニ血 球沈 降 速度 ノ促 進

セ ラ レ,殘 リノ五 例 ニテハ血球 沈降 速 度 ハ促 進 セル ニ對 シ「ヒョレス テ リン」ハ

反 ツテ減 量 セル ヲ見 タ リ.

予 ハ曩 ニ 『免 疫 ト「ヒョレヌ テ リン」 トノ關係 』及 ビ 『免疫 ト血 球 沈降 速 度 ト
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ノ關係 ニ就 テ』 ニ就 テ實驗 ヲ重 ネタ リ,其 ノ成績 ニ ツイ テハ既 ニ報 告 セル ガ如

ク,此 間互 ニ又 密接 ナル關係 ヲ有 スル モ ノ ノ如 シ,而 シテ更 ニ血球 沈降 速度 ト

血 中 「ヒョレス テ リン」量 トノ間 ニ於 テモ亦 何 等 カ ル關係 ヲ有 スル モ ノニア ラザ

ル ヤ ヲ疑 セ,家 兎 ニ人工 的 「ヒョレス テ リ ン」過 多症 ヲ惹 起 セ シメ テ以 テコノ際

ニ於 ケル血 球 ノ沈 降 速度 ニ就 テ測 定 セ リ,以 下 其 ル得 タル 業 績 ノ一斑 ニ ツイ テ

述 ベ ン トス.

第 一 章　 卵 黄 飼食家 兎 ル血球沈 降 速度

第 一 節　 實 驗 方 法

一 .實 驗 動物 ニハ 白毛 雄性 家 兎 三頭 ヲ選 ピタ リ,特 ニ雄 兎 ヲ選 ビタル ハ雌 兎

ハ單 ニ妊 娠 ルタ メ 「ヒョレス テ リン」含 有量 ニ影 響 ヲウクル 事 ア レバ ナ リ.斯 ク

テ毎 日一頭 ニ ツキ一顆 及 ビ二顆 ノ煮 沸 シタル鶏 卵黄 ヲ豆腐粕 ニ混和 ンテ家兎 ヲ

シテ自由 ニ撮 取 セ シメタ リ.

二.試 獸 ハ毎 七 日ニ耳靜 脈 ヨ リ穿 刺 ニ ヨ リー定量 ヲ採血 シ,一 部 ハ血 球 沈降

速 度 ノ測 定 ニ,大 部分 ハ血 清 中 ノ 「ヒョレス テ リン」量 ノ定 量 ニ用 ヰタ リ.

三.赤 血球 沈降 速度 測 定法 ノ詳細 ハ 『免 疫 ト血球 沈降 速度 トノ關 係 ニ就 テ』5)

ニ於 テ記述 セ シガ如 ク,豫 メ五 ・〇%枸 櫞 酸曹 達 液 ○・四cc入 リタル 小試 驗管 内

ニ試 獸 ヨ リ採 リタル 血液 ヲ加 ヘ テ全 量二 ・〇ccト ナ シ,攝 氏 二〇乃 至 二五度 ノ

室 内 ニ於 テ三 十分,一 時間,二 時間,三 時 間及 ビ二十 四時 間 ニ於 ケル血 漿柱 ノ

高 サヲ測 定 セ リ.

四.試 獸 ノ飼 食 竝 ニ採 血 ニ當 リテハ可及 的同 一状 態 ニ保 タ シメタ リ.

五.血 清 ノ 「ヒョレス テ リン」ノ定 量 ハBloor7,8)氏 法 ニ據 リテ6)遠 心 機 ニ ヨ リ

分 離 シタル 血清 三 ・〇ccヲ 以 テシ,比 色 ニハDuboscq比 色計 ヲ用 ヰタ リ.

第 二 節　 實 驗 成 績

健 常家 兎 ノ三頭 ヲ選 ビ毎 日鶏 卵 黄 ヲ給 與 シテ人 工 的 ニ 「ヒョレス テ リン」過多

症 ヲ惹 起 セ シメ,七 日目毎 ニ耳靜脈 ノ穿 刺 ニヨ リ採 リタノレ血 液 ヲ以 テ,血 球 沈

降 速度 竝 ニ血 清 中 ノ 「ヒョレス テ リン」ヲ定量反 覆 セ リ.
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實驗第一例(白 色雄性家兎)

七 十 日二亙 ル卵 黄 飼 食 ノ結 果 ニ ヨ レパ,正 常 ノ血 清 「ヒョレス テ リ ン」量 ハ七 十三mg.ニ シデ,二 週 後

ニ至,レ モ爲 メ ニ待 ニ 増 量 人 ル コ トナ シ,二 十 一 日 目 ニ ハ反 デ六 十 六mg.ニ 減 量 シ,爾 後 漸 次 ニ増 量 ヲ示

シ七 十 日 目ニ ハ四 十 七mg.ニ 達 セ リ.

血 球 沈降 速 度 ハ正 常 ハ三 時 間 ニ五 ・〇,二 十四 時 間 ニ一 一 ・〇 ノ速 度 ヲ示 シ,卵 黄飼 食 デ開 始 シ デ ヨ リ

七 日 且 十 四 日 目ニ ハ漸 次 ニ緩 徐 ト ナ リ,二 十 一 日 目ニ ハ促 進 セ ラ ル,レモ爾 後漸 次緩 徐 トナ レ サ.

實 驗 第 二 例(白 色 雄 性 家 兎)

五月一日ヨリ卵黄試食廢止　 ?血 漿 ト血球 トノ堺不明
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試驗 日數ハ百八日ニ亙 リ,而 シデ其ノ八十五日目マデ卵黄飼食 ヲ行七,爾 後飼食テ廢止シデ前後十四

囘ノ檢査 ヲ途行セリ.

血 清中ノ「ヒョレスデリン」ノ正常量 ハ五十六mg.ニ シデ,三 十五日間 ハ含有量 ニ増減 ヲ示 シ,爾 後著

シク増量 シテ入十四日目ニハ七百四十一mg.ノ 大 量ヲ認 メタリ,卵 黄試食廢止 ト共 ニ血清中ノ 「ヒョレ

ステリン」量モ亦著 シク減ズルヲ知 レリ.

血球沈降速度 ハ正常ノ場合ハ三時間 ニ五・〇,二 十四時間ニ一二・五 ヲ示 シ,試 食後七 日目ニハ著 シク

緩徐 トナル毛三十五日間ハ著變 ナク,爾 後ハ再ビ緩徐トナリ,八 十四日目ノ檢査ハ測定管内ニデ全 ク凝

固シ速度 ヲ測 ル事能 ハズ,試 食廢止後ハ速度促進セラレタリ.

實 驗 第 三 例(白 色 雄 性 家 兎)

即チ實驗 日數 ハ四十二 日ニシデ其ノ間七同ノ檢査 ヲ反覆セリ.

血清 「ヒョレスデリン」ノ正常量 ハ五十二mg.ニ シ 死 試食後七日,十 四日二ハ漸次増量 シ,二 十一日

及ビ二十八日目ニハ反ツテ三十二mg.及 ビ三十一mg.ニ 減量スルモ再 ビ増量 スルテ認メタリ.

血球沈降速度ハ三時間 ニ二・〇,二 十四時閻ニ一○・○ノ正常速度ヲ示 ス.試 食後十四日ニハ緩徐 トナ

ルモ,二 十 一日目ニハ促進 セラレ,後 再 ビ速度ノ緩徐トナルヲ認メタリ.

即 チ敍 上 三 例 ノ實 驗 ニ就 イ テ觀 ル ニ,卵 黄 飼 養 ニ因 リ人 工 的 ニ「ヒョレス プ リ

ン」 過 多 症 ヲ惹 起 セ シメ タ ル 結 果 バ 一般 ニ血 清 中 ノ 「ヒョレス プ リ ン」 ニ増 量 ヲ

認 メ,何 レモ著 シ キ 「ヒョレス ク リ ン」過 多 症 ヲ惹 起 セ リ.而 シ ク實 驗 第 二例 ハ

試 食廢 止 ノ後 ハ 血 清 中 ノ 「ヒョレス プ リ ン」量,反 テ著 シ ク減 少 ヲ見 タ リ.

血 球 沈 降 速 度 バ 一 般 ニ血 清 中 「ヒョレス プ リン」量 ニ 一定 ノ關 係 ヲ示 ス モ ノ ノ

如 ク,實 驗 第 一 例 ノ二 十 一 日 目,實 驗 第 二 例 ノ十 四 日目及 ビ三 十 五 日 目,實 驗

第 三 例 ニ於 ケ ノレニ 十 一 日 目乃 至 二 十八 日 目 ハ全 經 過 ニ亙 リ ク最 モ「ヒョレス ラ リ

ン」 ノ減 少 セル 時 期 ニ シ テ,血 球 沈 降 速 度 ハ 何 レモ コ ノ 時 期 ニ於 プ其 ノ速 度 促

進 セ ラ レタ リ.
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之 」反 シテ實驗 第一 例 ノ十 四 日及 ピニ十八 日以 後,實 驗 第 二例 ノ七 日目及 ピ

四十 二 日目 ヨ リ八 十 四 日目 ニ亙 リ,實 驗 第三 例 ノ十 四 日竝 ニ三 十五 日ニ於 ク血

清 中 ノ 「ヒョレス ク リ ン」ノ増 量 ニ示 セノレ期 間 ニ ア リテハ、血球 沈 降 速度 ハ緩徐 ト

ナ リ,特 ニ實驗 第 二例 ニ於 ケル八十 四 日後 ノ試 食廢 止 後 ノ血 清 ノ「ヒョレス テ リ

ン」量 ノ減 少 ト共 ニ血球 沈 降速 度 ハ再 ビ促 進 セル ヲ認 メタ リ.

第 二 章　 血 漿 卜血 球 ル置換試 驗

健康 家兎 ノ血球 沈降 速 度 モ個 性 ニ ヨ リ テ一定 度 ノ差 異 アルハ 「免疫 ト血球 沈

降速度 トノ關係 ニ就 テ」5)ノ報 告 ニ詳 述 セノレガ如 シ.而 ンプ今 各健 常家 兎 ノ血 漿

ヲ夫 レ夫 レ置換 シテ各健 常 血球 ノ沈降 度 ヲ檢 シ,個 性 ニ因 ル沈 降 速 度 ノ相 異 ガ

血球 ソ レ自身 ニ存 スル カ或 ハ血清 ノ影響 ニ因ル モ ノナノレヤ將 タ又 兩者 ニ其 ノ原

因 ヲ求 ムベ キモ ノナル ヤ ニ就 テ實驗 ヲ試 ミタ リ.

即 チ健常 家兎 ノ血 液 ニ枸櫞酸 曹達 液 ヲ四:一 ノ比 ニ混 ジ,遠 心器 ニ装 ヒタ血

漿 ト血球 トヲ分 離 シテ,後 ニ血漿 ト血 球 トヲ置換 シ能 ク混和 シテ測 定管 ニ一定

量 ヲ探 リ靜 カ ニ支 柱 臺 ニ置 キテ檢 スル ニ第 四表 ノ如 シ.

第 四 表
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術ホ豫 メ遠心器 ニ装 ヒヲ血漿 ト血球 トノ境界 ヲ明ニシヲ後ニ再 ビ兩者 ヲヨク

混和 シテ時間的 ニ沈降速度 ヲ數例 ニ數囘實驗 シタルンモ遠心分離 ヲナサズニ檢 シ

タル モノ トノ差 ヲ認 メザ リキ.

次 デ健康家兎及 ビ血球沈降速度 ノ促 進 セル 「コレラ」免疫家兎(國 家醫學雜誌

第四四六號參照)ニ 就 キ,枸 櫞酸曹達加血液 ヲ遠心分離 シタル血漿 ト血球 トヲ

置換 ヘテ逐時其 ノ沈降速度 ヲ檢 シタ リ.

第 五 表

?血漿卜血球トル堺不明

即 チ前二表 ヲ通覽 スルレニ試 驗 ル健常 タル ト免 疫獸 タルソ トヲ問 ハズ,血 漿 ヲ同

ジク スル試 驗 ニ於 テハ假令 血球 ヲ異 乱ス ルモ一 般 ニ血 漿柱 ヲ等 シク ス,反 之假

命 血 球 ヲ同 ジク スル モ血 漿 ヲ異 ニセル實驗 例 ニ於 テハ其 ノ成 績 ヲ等 シウセザル

ヲ知 ル,是 由觀 之 血球沈降 速度 ノ相 違 ル原 因 ハ寧 口血球 ソ レ自身 ニア ラズ シテ

血 漿 ニ其 ノ原 因 ヲ求 ムべ キモ ノノ如 シ.
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而 シテ沈降 速度 ノ原 因 ガ血漿 ガ果 シク血球 自身 ニア ラズ シテ血漿 ニ求 ム可 キ

モル ナ リ トス レバ,今 若 シ血 球 沈降 速度 ヲ異 ニ スル 各試 獸 ノ血球 ヲ除 去 セル モ

ノニ於 テハ,既 ニ其 ノ影 響 ヲ及 ボス ベ キ血 漿 ヲ去 ル ガ故 ニ其 ノ沈 降速度 ハ相等

シカル可 キナ リ.於 茲予 ハ其 ノ沈 降速 度 ヲ異 ニ スル健 常 竝 ニ免 疫 家兎 ノ血 液 ヲ

採 リ,ソ レソ レ數 囘洗 滌 セル血 球 ヲ生理 的食鹽 水 ニ テ四:一 ノ比 ニ稀 釋 セル モ

ノニツキ ブ其 ノ沈 降速 度 ヲ比較 セ リ,其 ノ結 果 ハ第 六表 ノ如 シ.

第 六 表　 (大正十三年四月三十日)

免……「コレヲ」免疫家兎(接 種第三日目)

即 チ健常竝 ニ免疫 家 兎 ノ各 四 頭 ノ血 漿 ヲ除 去 シ テ,食 鹽 水 ニ テ補 ヒタ ルレ血 球

ノ沈降 速度(9-16)ハ,一 時間乃 至三 時 間 ニ亙 リ何 レモ殆 ド同 一ノ速 度 ヲ示 シ,

二十四 時間 ニ於 テハ健 常 ノ三例 ト免 疫 ノ三 例 トハ又 殆 ド同 一 ノ状 態 ヲ示 セ リ.

而 シヲ洗滌 セザルレ免疫家 兎 ノ血球 沈 降速度(5-8)ハ,健 常 家兎(1-4)ノ ソ レ
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ニ比 シテ著 シク促 進 セル 〓カ カハ ラズ ,洗 滌 シタル 血球 ノ二十 四 時 間 ニハ反 ツ

テ遲延 セル ヲ觀 タ リ.

尚 ホ亦 洗 滌 シタル 血球 ニ,食 鹽 水 ニ換 ウル ニ沈降 速度 ヲ異 ニ義ル 血漿 ヲ以 テ

ノ沈 降 速 度 ヲ實驗 シタル ニ第 七表 ノ如 シ.

第 七 表(大 正十三年五月七日)

??印ハ血漿桂ノ下界不透明ナルモノ

即 チ(4), (5)及 ピ(9), (10)ハ 共 ニ各當 該家 兎 ノ洗滌 シタルレ,換 言 ス レバ全

ク血漿 ヲ除 キタル血 球 ニ,他 ノ家 兎 ノ血漿 ヲ添 加 セルモノ ニ シテ各 血漿 ヲ同 ジ

ク シタル 二例宛 ノ沈 降 速度 ハ其 ノ間 ニ大 差 ナ キヲ認 メタ リ.

第 三 章　 結 論

一 .卵 黄 飼 食 ニ因 リテ家 兎 ニ 「ヒョレス テ リ ン」過 多症 ヲ惹 起 セ シム レバ,血

清 中 ノ 「ヒョレス テ リ ン」ノ増 量 相俟 ツテ血球 沈降 速度 ヲ シ テ緩 徐 ナ ラシメ,

「ヒョレス テ リン」 含 有量 ノ減 少 ニ伴 ヒテ該動 物 ノ血 球沈 降 速 度 ハ却 テ促 進 セ ラ

ル.即 チ血清 中 ノ 「ヒョレス テ リン」含 有量 ト血球 沈降 速 度 トハ逆 比例 シテ増強

シ,兩 者 ノ間 ニ何等 カ ノ黙契 ヲ有 スノソモ ノノ如 シ.

二.健 常家 兎竝 ニ免 疫家 兎 ニ於 テ血 漿 ト血球 トヲ分離 シ,後 再 ビ混 和 スル モ

ニ爲 ニ沈降 速 度 ニ異 状 ヲ呈 スル コ トナ シ.
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三.置 換 試驗 竝 ニ洗 滌 血球 ヲ使 用 セル試驗 ノ結 果 ニ ヨル ニ,血 球 沈降 速 ノ原

因 ハ,血 球 ソ レ自身 ヨ リモ寧 ロ其 ノ血 漿 ニ原 因 ヲ求 ムル ヲ至 當 トスル モ ノノ如

シ.

(一 三 ・七 ・二 〇)
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